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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

· 八戸市の特別養護老人ホームにてインフルエンザの集団感染と死亡者が確認されたようです。当院でも感染者が増加している状況もありますので、引き続き、感染対策（手洗い・手指消毒・外出時のマスク着用）の徹底をしていくようにしましょう。

· 病院診療課臨床心理Tより、SST記録用紙の提出の際、主治医別にあらかじめ分けてから提出するようにして欲しいとの事です。
· 医療安全巡視により、前回指摘のあった洗面所タイル、流し台の隙間のカビはパッキンが塗り直されており改善されていたとの報告があります。引き続き環境整備を徹底していくようにしましょう。

· 月末になりましたので、各々の担当業務整理を行っていくようにしましょう。

· 3/1より、病棟日誌から佐々木CWの名前を除くようにして下さい。

· 3/1実施指導前に施設巡視がありますので、分担業務の付いていないスタッフは環境整備を実施するようにして下さい。

· 携帯用トリゾンラブの破損、紛失があった際は速やかに佐々木MNsへ連絡する様にしてください。手配します。

· 日常生活支援評価表を各々の受け持ちに分け、スタッフファイルに入れておきましたので、総括記載、点数表の記載を3/5までにお願いします。

＜患者様連絡＞

・小笠原　禮子様～本日、娘様の面会があり、防寒靴、衣類の差し入れがあります。

現在、体重が増加傾向にあります。栄養補助食品を飲用中ですので、主治医へ情報提供し、栄養補助食品の減数、あるいは止める方向の旨を確認していくようにしましょう。また、減数、止める事により体重が減少する可能性もありますので、食事の摂取状況、体重のモニタリング等をしてアセスメントしていくようにしましょう。

· 田名部　浩平様～現在、体育館使用出来ない事により、体育館での運動が出来ていない状況にあります。本人と関わった所、病棟にて柔軟を実施するとの事でした。また、その際に、他患者様へ声を掛けるように伝えていますが、一人で実施する可能性もありますので、その際は本人へ関わっていく様にしましょう。

· 稲垣　恵利子様～金銭管理ノートについて、本人用、スタッフ管理用の２冊がありますので、今後、スタッフ管理用はスタッフが記載していく様にしましょう。

· 中居　松男様～3/4弟様が面会に来られるとの事ですので、その際に、主治医との面談について平日は可能であるか、また平日が可能であれば都合の良い時間帯を確認するようにして下さい。今後の方向性を明確にする為に、主治医、受け持ち、PSWを交えて面談を実施して行く予定です。

· 滝澤　久江様～本日、妹様の面会があり、低カロリー水羊羹について都度発注してしまうと負担が大きい為、まとめて発注する旨について確認し了承を得ています。受け持ちスタッフはどのくらいの期間にいくつ発注するのか明確にするようにして下さい。

＜注目患者様NCP評価＞

· 菊地　明子様～青山荘体験利用について2/28行っていく事を本人へ伝えています。声掛けには不安や悲観的発言ありますが、自ら訴えてくる事はありません。また、日課や治療プログラムにおいても問題無く取り組む事出来ており、活動性の低下も見られていません。しかし、体験利用後、コーピング能力の未熟さ・疲労感等により、活動性の低下や不安・焦燥感の出現が考えられますので、不安・焦燥感の有無、日課・プログラム参加状況、活動状況の確認・観察を行っていくようにしましょう。

· 金沢　洋子様～空笑・独語について認められていますが、以前より顕著なものとはならず沈静化傾向にあります。日課やプログラムへも問題無く参加でき、他者とのトラブルもみられていません。引き続き精神症状の確認・観察を行っていくようにしましょう。

· 中居　松男様～気分高揚している様子は引き続き見られており、外出に関する訴えも頻回となってきています。本日の作業中においても、他者への話し掛けが多く、集中して取り組みが出来ていない様子もしばしば見られています。スタッフ介入後は集中して取り組む事出来ていますので、他者とのトラブルに注意し、都度介入をしていくようにしましょう。また、外出に関しては一つ一つの目的や必要性を明確にして、説明、あるいは実施をしていくようにしましょう。早朝覚醒も顕著となってきていますので、睡眠状況の確認・観察を行い、必要時主治医へ情報提供していきましょう。

· 滝田　英人様～先日、姉様より電話にて母様が危篤であるとの情報を得て動揺している様子が伺えていました。本日は顕著な独語などの精神症状は見られていません。本人、「心理的なものだから身体に影響するはずがない。」と話されていますが、今後の母様の状態によっては、精神症状、あるいは行動に変化が現れる可能性はあります。本人の精神症状、睡眠状況、行動について確認・観察を行っていくようにしましょう。

＜週間予定＞

2/27(月)～大釜様腹囲測定

2/28(火)～症例検討会

2/29(水)～リネン交換（毛布カバー、枕カバー、シーツ）ポット洗浄

3/1(木)～月初め業務、皮膚科、カルテチェック〆切、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護G内研修

3/2(金)～歯科、モップ外し、猪股Drカンファレンス出席

3/3(土)～

3/4(日)～腹囲測定、

＜リハビリテーションプログラム内容、経過報告(２W分)＞

· 2/17以降、体育館が使用出来なくなった事により、病棟で出来るプログラムを検討し、各々の病棟にて実施していますが、時間を有効に使える、スタッフの目が届きやすい、病棟患者様のみであり人数が少数である事から密な介入が出来るなどのメリットにより、より深い関わりが出来る様になっているようです。３月分の予定表についてですが、体育館が3/16まで使用出来ないとの事ですので、患者様の要望などを取り入れながら病棟でも出来るプログラムを作成していきます。生活習慣改善プログラムについては椅子に座りながらでも出来る様な運動を検討して行きます。

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

· 上村　みわ様～幻聴に左右され治療プログラムへの参加が消極的となっていましたが、この１ヵ月間はプログラムへの参加の拒否は見られず、取り組む事出来ていましたので、一旦プランを解決とし、今後は、身長が伸びるなどの妄想により、余暇時、臥床傾向となってしまう事をケア計画に作成していきます。

田名部　浩平様～現在、離院の可能性に関するプランを挙げていますが、今後は自分から病気の症状について表出できるようなケア計画を作成していきます。本人の今の状態としては、自ら症状の表出はなく声掛けにも区々な状態です。当院からの最終ゴールは青山荘入所となっていますが、入所後の生活などを含めて、母様と面談を設定していく予定です。

























































